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主の御名を賛美します。 
新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴う緊急事態宣⾔発出を受け、御影福⾳教会では以下の通り

に対応しています。 
 
１．５⽉末まで ZOOM を⽤いたネットライブ礼拝を軸とし、会堂での礼拝は原則ささげない。 
※（ネットでのライブ礼拝の環境が整わず、公共交通⼿段を使わずとも会堂に集うことのできる
教会員・求道者のみ、 
兵庫県 HP 新型コロナウイルス感染症に係る休業要請等の対象施設⼀覧 
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk03/coronakyugyouyosei0414.html 
  ２ 基本的に休業要請を⾏わない施設 ※適切な感染防⽌対策の協⼒を要請 
 （１）社会⽣活を維持する上で必要な施設 
⽣活必需サービスを提供する店舗等に含まれる「教会は対象外」に基づき、３密に対する細⼼の
注意を払いつつ会堂で礼拝をささげる場合があります。） 
２．礼拝説教は当教会ホームページにて当⽇午後視聴可能にする。 
３．インターネット環境を確保できない皆さんには、週報・礼拝説教要旨をポスティングもしく
は郵送し、主にある交わり を緊急事態時こそ途絶えさせない努⼒をする。 
 
５⽉末再度検討し、会堂での礼拝が可能となった場合は以下の基準で礼拝をささげる。 

 
1.マスク着⽤必須(⽤意できない場合、受付で提供できます)、アルコール消毒の励⾏。 
2.握⼿を避ける。 
3.座席の前後左右に⼗分な間隔を取り、2 階礼拝堂と 1 階多⽬的ホールに分散して着席。 
4.礼拝中の換気を徹底。 
5.感染症拡⼤が収束するまで、集会、⾷事会は⾏わない。 
6.体調不良(咳・発熱・節々の痛み・全⾝倦怠感など)の場合は、出席を控える。 
 
 ※今回は⽬に⾒えないウイルスによって⽣じた緊急事態です。御影福⾳教会はどんな事態 が
起こっても礼拝をささげることを中⽌することはありません。しかし礼拝をささげる形 態につ
いては、起こっている緊急事態に適応するためにその都度、最善の礼拝のささげ⽅を検討しま
す。教会とはそもそも「適応可能な構造」を持っています。よって今回の緊急事態宣⾔の場合は
御影福⾳教会礼拝堂に集うことはお控えください。 
 
 あなたが、わたしの忍耐について⾔ったことばを守ったから、わたしも、地上に住む者た ち
を試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。わたしは、 すぐ
に来る。あなたの冠をだれにも奪われないように、あなたの持っているものをしっかり と持っ
ていなさい。(黙⽰録 3:10-11) 
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２F 礼拝堂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   １F 多⽬的ホール 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 


